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あいさつ

掛川市吉岡爾生記念館

館長高山幹子

吉岡禰生記念館の設立の翌年、平成 11 年から MONAC (Museum of Nursing 

and Care) は東京女子医科大学看護学部の MONAC 企画委員会の下で、掛川市

民の医療と看護に関した健康づくりを目的に途切れることなく広報してきまし

た。平成 27 年には掛川市の施政方針として「健康・子育てJ 日本ーが謡われて

います。この目標に向かつて時代に即したテーマで、貴重なアンケートによる調

査が行われ、平成 27 年度も報告書が発行されます。

平成 27 年度の健康調査助成の公募を行し、以下の 2 題が採択され、有意義な興

味深い結果を得ることができました。

「掛川市の医療機関利用者の受診に関する意識調査」では、かかりつけ医制度

に関しては 9 割弱でかかりつけ医を持っており、 70 歳以上の高齢者では 9 割以

上がかかりつけ医を持っていました。この結果は全国・県内のものと比較して

高い割合を示しています。ちなみに国では平成 28 年 4 月から保険診療費の改訂

が行われ、小児科など、地域における「かかりつけ医」の普及を推進していま

す。また夜間・休日の受診については受診の必要性の判断が難しいことが示唆

され、療養に関しては自宅での療養には相談を行うことによって不安の解消に

つなげる必要性が見えます。

13 歳児を養育する保護者と子どもの受診行動の現状と困難について」では、

3 歳児を養育する保護者自身は 9 割上が健康に関心があるものの、体調の不良時

には 4 割以上が病院や診療所を受診していませんでした。子どもの受診の有無

については、保護者の仕事の有無や子どものケアをする人によって有意に差が

みられました。少子化・核家族化から生じる育児・病気など、保護者の不安を

掘り起こすことに役立つ報告です。

以上のように両報告ともご協力をいただいた市民の皆様への謝辞が述べられ

ています。常に市民生活に密着したテーマが取り上げられ、詳細なアンケート

の結果をまとめて作成された報告書は貴重なものとなっています。これらの成

果は掛川市の各地区に掲示版として回覧されるとともに掛川市健康調査報告書

として冊子にまとめられ、多くの関連施設に納められています。さらにパネル

を作成し掛川市吉岡蒲生記念館の「看護とケア」の展示室に公開され、また広

く知っていただけるよう東京女子医科大学のリポジトリーにも登録されていま

す。これらにより時には市民の皆様でお互いに問題点を共有しつつ不安の解消

に役立つことを願っています。



はしがき

東京女子医科大学看護学部

MONAC 企画委員会

平成 27 年度委員長守屋治代

今年度の調査が滞りなく終了しましたことをご報告致します。

今年度の調査にあたり、小笠医師会様、特に掛川市内で開業されている各医院

長の皆様方、掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センタ一様、特に看護

部の皆様、掛川市地域医療推進課・保健予防課の皆様に多大なるご理解とご高配

をいただくことができました。この場を借りて 御礼申し上げます。

今年度は、以下の 2 題が報告されました。

1. 掛川市内の医療機関利用者の受診に関する意識調査

2. 3 歳児を養育する保護者と子どもの受診行動の現状と困難について

2 題ともに、医療機関への受診に関する調査となりました。一次医療機関と二

次医療機関の住民による意識的な使い分け、在宅で最期まで生活するための支

援、受診を決定する判断に至るまでの何らかの相談や支援の必要性などが報告

されています。

特に、保護者世代の生活体験の不足や生活環境の変化が、子どもの健康に大き

く影響していくことから、保護者世代を地域でいかに支えていくことができる

かが、今後の重要な課題であることが示唆されております。

また、今年度から公募規定を改訂したことにより、掛川市の市民活動団体であ

る ff. a. n. 地域医療を育む会」の皆様と大学教員との協働調査活動が実施され

ました。健康・医療・看護・福祉に関する掛川市民の皆様の活動がさらに活発に

なるよう、引き続き貢献できれば幸いです。

今後とも関係者の皆様のご理解・ご指導をよろしくお願し、申し上げます。
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